
　４月中旬から５月中旬にかけての
降霜、並びに５月２６日と６月１３日の
降ひょうにより、本市のりんごは大
きな被害を受けました。
　この危機的状況を受け、相馬　一
弘前市長と藤田昭弘前市議会議長は
６月３０日、被害農家に対する支援を
県に要望しました。

　
市
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
・

団
体
で
組
織
す
る
弘
前
市
農
業

生
産
推
進
協
議
会
の
調
査
に
よ

る
と
、
本
市
の
被
害
面
積
は
、

六
月
二
十
日
現
在
で
、
霜
害
が

千
八
十
九
㌶
、
ひ
ょ
う
害
が
四

千
二
十
㌶
の
計
五
千
百
九
㌶
と
、

本
市
り
ん
ご
栽
培
面
積
の
５６
・

７
㌫
に
相
当
し
ま
す
。
ま
た
被

害
金
額
は
、
霜
害
が
約
五
億
二

千
万
円
、
ひ
ょ
う
害
が
約
二
十

八
億
四
千
万
円
の
計
約
三
十
三

億
六
千
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
三
十
日
に
は
、
相
次
い
だ
霜

と
ひ
ょ
う
被
害
の
現
地
調
査
の

た
め
、
三
村
申
吾
青
森
県
知
事

が
市
内
種
市
の
り
ん
ご
園
地
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
相
馬
市
長
と
藤
田
市
議
会
議

長
は
、
三
村
知
事
に
対
し
て
「
弘

前
り
ん
ご
」
の
今
後
の
安
定
生

産
の
維
持
・
確
保
を
訴
え
、
要

望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
に
は
、
病
害
虫
防
除

に
要
す
る
薬
剤
費
の
一
部
助
成

や
経
営
資
金
の
利
子
補
給
に
よ

る
被
害
農
家
の
経
営
支
援
、
被

害
果
の
販
売
対
策
な
ど
五
つ
の

要
望
事
項
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
村
知
事
は
、
被
害
農
家
に

対
す
る
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述

べ
た
上
で
「
苦
し
い
中
だ
が
、

栽
培
管
理
を
な
ん
と
か
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
。
県
と
し
て
販

売
対
策
な
ど
を
し
っ
か
り
と
考

え
、
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る

り
ん
ご
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
生
産
者
を
激
励
し
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
県
の
担
当
者
か
ら
、

被
害
に
対
す
る
今
後
の
栽
培
管

理
に
つ
い
て
「
来
年
以
降
の
安

定
生
産
に
向
け
て
、
樹
体
を
健

全
に
維
持
す
る
た
め
の
病
害
虫

防
除
や
徒
長
枝
の
整
理
な
ど
基

本
的
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
う

こ
と
」
な
ど
の
技
術
指
導
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
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弘前市農業委員会

健康と美容に　

　　弘前りんご

毎月５日は
「りんごを　
　食べる日」

　市では、４月から６月にかけての降

霜・降ひょうにより被害を受けたりん

ご園地で、被害程度が３０㌫以上の園

地を対象に、来年以降の生産確保に必

要な樹体維持を図るため、病害虫防除

に必要な薬剤費の一部を助成します。

　助成を希望される方は、各農協窓口

に備え付けの「弘前市りんご緊急防除

対策事業申請書」に必要事項をご記入

のうえ、８月１２日までに最寄りの農協

各支店・本所へ提出くださるようお願

いします。

■問い合わせ先
　　りんご農産課りんご係

（岩木庁舎 ８２－１６３６）

相馬市長ら
被害農家の支援を要望

三村知事（左）に要望書を手渡す
相馬市長（手前）と藤田市議会議長（奥）

園
地
に
は
関
係
者
を
は
じ
め
、

被
害
を
受
け
た
農
家
な
ど

多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
弘
前
り
ん
ご
」販
売

　
　
　
　
　
協
力
体
制
強
化
を
確
認

　
六
月
三
十
日
、
市
役
所
市
長

室
に
お
い
て
、
つ
が
る
弘
前（
西

澤
幸
清
組
合
長
）・
相
馬
村
（
宮

川
正
道
組
合
長
）・
津
軽
石
川

（
相
馬
千
代
治
組
合
長
）
の
三

農
協
合
同
で
、
六
月
十
三
日
の

降
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
害
農
家
へ

の
支
援
に
関
す
る
要
請
書
を
相

馬
　
一
弘
前
市
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。

　
相
馬
市
長
と
三
農
協
の
組
合

長
は
、
被
害
果
の
販
売
対
策
な

ど
で
関
係
機
関
と
団
体
が
一
体

と
な
っ
て
「
弘
前
り
ん
ご
」
を

守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
講
じ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

写真右より津軽石川、つがる
弘前、相馬村の農協組合長

霜・ひょう被害甚大

薬剤費の一部を助成
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県
庁
を
訪
れ
た
横
沢
会
長
ら

運
営
委
員
六
人
は
、
鳴
海
勇
蔵

県
農
林
水
産
部
長
に
対
し
て
、

再
生
産
確
保
に
向
け
た
病
害
虫

防
除
の
た
め
の
防
除
薬
剤
費
用

の
一
部
助
成
を
要
望
す
る
「
霜

害
・
ひ
ょ
う
害
被
災
農
家
に
対

す
る
救
済
措
置
に
関
す
る
要
望

書
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
運
営
委
員
ら
は
被
災
農
家
の

窮
状
を
伝
え
、
生
産
意
欲
を
落

と
さ
な
い
た
め
に
も
来
年
に
向

け
た
技
術
指
導
の
徹
底
や
関
連

情
報
の
周
知
と
、
り
ん
ご
の
信

用
を
失
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

被
害
果
と
良
品
果
の
販
売
体
制

に
つ
い
て
、「
早
期
の
対
応
が

必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
防
霜
フ
ァ
ン
設

置
に
お
け
る
補
助
対
象
の
一
層

の
要
件
緩
和
に
つ
い
て
も
求
め

ま
し
た
。

　
要
望
書
を
受
け
取
っ
た
鳴
海

部
長
は
「
本
県
の
り
ん
ご
栽
培

に
と
っ
て
類
を
見
な
い
状
況
だ
。

幅
広
い
観
点
か
ら
生
産
者
が
頑

張
っ
て
い
け
る
対
策
を
取
り
た

い
」
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
運
営
委
員
ら
は
こ
の
後
、
青

森
県
農
業
会
議
、
本
市
の
三
農

業
協
同
組
合
な
ど
も
訪
れ
、
被

災
農
家
に
対
す
る
支
援
を
要
望

し
ま
し
た
。

販
売
体
制
の

　
　

早
期
対
応
等
を

　
　
　
　
県
へ
要
請

　６月２０日、市農業委員会（横
沢由春会長）は、相次いだ霜と
ひょうの被害に見舞われた農家
を救済するための要請を県に対
して行い、今後の販売体制につ
いて早期に対応することなどを
求めました。

被害果を手に、
被災農家に対する支援を求める横沢会長

知
識
と
技
術
に
磨
き
を
か
け
て

りんご病害虫マスター
養成講座

　
六
月
十
七
日
、（
財
）青
森
県

り
ん
ご
協
会
（
福
士
春
男
会
長
）

に
よ
る
平
成
二
十
年
度
り
ん
ご

病
害
虫
マ
ス
タ
ー
養
成
講
座
が

開
講
し
ま
し
た
。

　
り
ん
ご
病
害
虫
の
発
生
予
察

か
ら
防
除
ま
で
の
知
識
と
技
術

を
習
得
し
農
薬
に
精
通
し
た
人

材
を
育
成
し
よ
う
と
、
り
ん
ご

産
業
に
関
係
す
る
市
町
村
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
実
施
す
る
養

成
講
座
は
今
年
で
三
年
目
。
今

年
度
は
十
市
町
村
か
ら
三
十
人
、

こ
の
う
ち
本
市
か
ら
は
十
四
人

が
受
講
し
ま
す
。

　
県
り
ん
ご
協
会
講
堂
で
行
わ

れ
た
開
講
式
で
福
士
会
長
は
「
安

全
安
心
な
農
産
物
が
求
め
ら
れ

る
中
、
本
講
座
で
得
ら
れ
る
知

識
と
技
術
を
生
か
し
て
地
域
で

活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
受
講
生

を
激
励
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
た
ち
は
、
平
成
二
十

一
年
三
月
ま
で
延
べ
十
日
間
に

お
け
る
研
修
で
、
主
要
病
害
虫

の
生
態
と
防
除
、
植
物
成
長
調

整
剤
の
使
い
方
、
農
薬
の
特
性

な
ど
を
学
ん
で
い
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
り
ん
ご
産
業
に
携

わ
る
関
係
者
や
地
域
か
ら
今
後

の
活
躍
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

本市から受講する１４人の皆さん

り
ん
ご
剪
定
枝
で

マ
イ
箸
づ
く
り

　６月３日、北海道札幌市立西岡中学校の３
年生１０４人が修学旅行で本市を訪れ、農作業
体験を行いました。
　生徒たちはグループに分かれ、受入農家の弘前里山ツー
リズム研究会（田中幸樹会長）会員の畑で、りんごの実す
ぐりや野菜苗の植え付けを体験したあと、中央公民館岩木
館に集まってりんご剪定枝を使った箸づくりに挑戦。
　会員から剪定バサミやカッターの使い方を教わった生徒
たちは、剪定枝に慎重にカッターの刃をあて丁寧に箸先を
削り出し、好みの長さや太さに仕上げていました。　　
　生徒たちはこのほかにも、タケノコの皮むきや夕食の準
備を会員たちと一緒に行いながら交流を深めていました。

本市を訪れる人との交流により地域が元気になるグリーン・
ツーリズム活動に興味のある方、または受け入れてみたい、
という方は問い合わせ先へご連絡ください。

■問い合わせ先　弘前里山ツーリズム研究会事務局　
田村さん　 ８３－２３２４
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女性起業家ステップアップ講座

【
女
性
起
業
家

【
女
性
起
業
家

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
】

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
】

　
中
南
地
域
県
民
局
地
域
農
林

水
産
部
に
よ
る
「
平
成
二
十
年

度
第
一
回
女
性
起
業
家
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
」
が
六
月
十
七

日
、
蔵
主
町
の
県
合
同
庁
舎
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
座
に
は
、
加
工
や
直
売
活

動
に
取
り
組
み
起
業
化
を
目
指

す
女
性
農
業
者
二
十
六
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
売
れ

る
商
品
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と

開
か
れ
た
講
座
で
は
、
中
南
地

域
で
の
起
業
活
動
の
様
子
や
、

売
れ
る
商
品
づ
く
り
を
進
め
る

手
順
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
起
業
活
動
に
活
用
で

き
る
事
業
の
説
明
も
あ
り
、
参

加
者
は
メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

【
男
女
共
同
参
画

【
男
女
共
同
参
画地

区
検
討
会
】

地
区
検
討
会
】

　
六
月
二
十
三
日
に
は
、
中
南

地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部

普
及
指
導
室
と
中
南
地
域
の
市

町
村
、
農
協
の
関
係
者
及
び
Ｖ

ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン
な
ど
二
十
三
人

が
集
ま
り
「
男
女
共
同
参
画
地

区
検
討
会
」
が
県
合
同
庁
舎
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
中
南
地
域
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
状
況
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
ほ
か
、
環
境
づ
く
り

の
手
段
の
一
つ
で
あ
る
家
族
経

営
協
定
の
普
及
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

家族経営協定とは…

　農業経営に対する考えや夢、報酬や休日の就労環境
などについて、家族みんなで話し合い取り決めるもの
です。詳しい内容については、
農業委員会事務局 ８２－１６３８又は、
中南地域県民局地域農林水産部普及指導室

３４－２１３６までお気軽にお問い合わせください。

　
地
区
検
討
会
に
出
席
し
た

Ｖ
ｉ
ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
ヒ
ロ
サ
キ
の

佐
藤
芳
子
会
長
。

　
自
身
が
結
ん
だ
協
定
の
良
か
っ

た
点
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
し
た
。

〜
素
敵
な
出
会
い
を
求
め
て
〜

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

交
流
会

　
独
身
の
農
業
後
継
者
で
組
織
す
る
弘
前
市
青
年

交
流
会
実
行
委
員
会
（
福
嶋
孝
行
実
行
委
員
長
）

は
、
七
月
六
日
、
さ
く
ら
ん
ぼ
を
始
め
と
す
る
初

夏
の
フ
ル
ー
ツ
を
味
わ
い
な
が
ら
新
た
な
出
会
い

を
見
つ
け
よ
う
と
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
の
中
、
男
性
二
十
一
人
と
女
性

二
十
六
人
が
参
加
し
、
会
場
と
な
っ
た
市
内
十
面

沢
の
森
の
中
の
果
樹
園
で
は
、
男
性
が
女
性
へ
さ

く
ら
ん
ぼ
を
取
っ
て
あ
げ
る
光
景
も
見
ら
れ
る
な

ど
、
初
対
面
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
打
ち
解
け
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
鰺
ヶ
沢
町
の
ホ
テ
ル
に
移
し
、

食
事
を
し
な
が
ら
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
更

に
交
流
を
深
め
よ
う
と
参
加
者
同
士
の
会
話
も
弾

ん
で
い
ま
し
た
。

青年交流会実行委員会　会員募集
　弘前市青年交流会実行委員会では一緒に交流会を
企画・運営する実行委員を募集しています。
　要件は、市内に住む独身の農業後継者（おおむね２０
歳から４０歳）。楽しい交流会を一緒に考えてみませんか。

■問い合わせ先　弘前市青年交流会実行委員会事務局
（農業委員会農政係）　 ８２－１６３８

　
男
女
が
互
い
に
尊
重
し
合
い
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
女
性
の
起
業
活
動
に
対
す
る
支
援
な
ど
、

女
性
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■取扱窓口及び問い合わせ先

①【岩木地区】農業委員会事務局

（岩木庁舎１階） ８２－１６３８　　　　　

②【弘前地区】農業委員会弘前分室

（市役所新館２階） ３５－１１１１内線３５７

③【相馬地区】農業委員会相馬分室

（相馬庁舎２階） ８４－２１１１内線８４０

農 地
流 動 化
情 報（新規）

申出区分 略図 農地の所在
利用
状況

面積 希望売渡価格
取扱
窓口

備考

売りたい
A-265 鬼沢字猿沢 休耕畑 105.37a 総額100万円 ①② 貸借も可

B-266 愛宕字山下 りんご 97.74a 10a当たり70万円 ①② 分割売買も可

区分 希望地区 利用目的 面積 希望小作料

借りたい 高杉 りんご 50～100a 10a当たり1万5千円

略図Ａ－２６５ 略図Ｂ－２６６

奈良寛
溜池

至貝沢
多目的集会所●

弘南
バス
愛宕
バス停

愛宕東口バス停

至鬼沢

２６５

２６６



農 業 ひ ろ さ き （４）第３０号２００８年（平成２０年）８月１日

　
七
月
一
日
、
津
軽
石
川
・
津

軽
み
な
み
・
黒
石
市
・
常
盤
村
・

津
軽
尾
上
・
い
た
や
な
ぎ
の
六

農
業
協
同
組
合
が
合
併
し
、「
津

軽
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
」
が

発
足
し
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
七
年
六
月
末
の
実
績

に
よ
る
と
、
正
准
組
合
員
数
が

一
万
七
千
五
十
七
人
、
販
売
品

取
扱
高
二
百
三
十
三
億
七
千
三

百
九
十
三
万
円
と
、
い
ず
れ
も

県
内
最
大
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
石
川
地
区
の
店
舗
名

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
店
舗
名

◆
店
舗
名
…
津
軽
み
ら
い
農
業

協
同
組
合
石
川
支
店

◆
住
所

◆
住
所
…
石
川
字
家
岸
４５
―
３

９２
・
３
３
１
１

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
自
然
災
害
に
負
け
ず
に
頑
張

ろ
う
と
、
三
和
地
区
の
有
志
に

よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
が
七
月
二
日
、
三
和
集
会
所

ジ
ョ
イ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　「
地
域
を
元
気
づ
け
た
い
」

と
、
農
家
の
小
野
誠
一
さ
ん
を

は
じ
め
と
す
る
地
元
有
志
の
思

い
と
、
県
内
で
活
躍
す
る
女
性

グ
ル
ー
プ
「
サ
エ
ラ
」
が
「
農

家
を
励
ま
し
た
い
」
と
の
思
い

が
重
な
り
実
現
。
　

　「
サ
エ
ラ
」
の
素
敵
な
歌
声

と
軽
妙
な
会
話
を
、
集
ま
っ
た

観
客
は
笑
顔
で
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

津軽みらい農協
　　　　　発足

みらいに向かって、新たなスタートを切りました。

小田桐　高　夫
【農地部会】

新
農
業
委
員

　
紹
介
し
ま
す

　
平
成
２０
年
７
月
１
日
か
ら
、

新
た
に
「
津
軽
み
ら
い
農
業
協

同
組
合
」
が
発
足
し
た
こ
と
に

伴
い
、
津
軽
み
ら
い
農
協
推
薦

の
農
業
委
員
が
７
月
２
日
付
け

で
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹

介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

◆
退
任
者
　
相
馬
清
三

地域担い手経営基盤強化総合
対策実験事業要望について

平　成
２１年度

　この事業は、農業用機械・施設の導入及び土

地基盤の整備等に要する経費のうち、金融機関

からの融資額を除いた自己負担部分に助成する

事業です。

助成
基準

助成率

支　援
対象者

その他

申込・
問い合
わせ先

事業
内容

○経費のうち融資額が５０㌫以上であること。

○経費が５０万円以上であること。

経費の３０㌫以内

①…認定農業者

②…認定志向農業者

　　(３年以内に認定を受ける者) 

③…集落営農組織

④…①から③で組織される営農集団

　要望については、平成２１年度の事業申請の参

考とするものですが、今年度事業の対象となる

場合もあります。

弘前市担い手育成総合支援協議会

　（農政課農業振興係内） ３５－１１１１内線７０９

◆申込方法・期限

平成２０年８月２９日（金）までに、
電話により申し込みしてください。

近年続く異常気象に備えて

『被害限定補償』

来年産申込受付中！

りんご共済

りんご共
済には

こんなメ
リットが

【対象となる災害】…風害・ひょう害・凍霜害。

【対象となる割合】…２割～３割以上の被害から
共済金が支払われます。
（加入方式によって異なります。）

【掛金と補償額】…申込は箱数で申し込みます。

掛金は１箱５０円前後
（品種・加入方式等によって異なります。）

補償額は１箱２，３００円前後
（品種によって異なります。）

※掛金の半分は国が負担！

※防風ネットがあればさらに割引！

※３年間被害が無ければ掛金の一部を払戻し！

詳しくは ひろさき広域農業共済組合まで
２８－５７００

自然災害に
　負けるな！
地元有志が応援
コンサート開く




